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アスファルトプライマーは良質のアスファルトを揮発性溶剤に溶解したもので、コンクリート建造物

に対するアスファルト防水工事の下塗りとして、使用される塗料であります。 

アスファルトプライマーはセメントモルタル等の下地によく浸透拡散して表面にアスファルトの薄い

層を形成し、溶融アスファルトと冷体であるモルタル面との密着性を高めます。又、モルタル中の微量

水分が蒸発する事によって起る密着不良及びアスファルト中への気泡混入等を防止します。 

 アスファルトプライマーの性状は下表の通りの標準品であります。 

 

             〔アスファルトプライマーの性状〕 

アスファルト分 ４３～４７％ 

アスファルト分の軟化点 ９０～１２０℃ 

〃  針 入 度 １０～２０ 

溶 剤 の 初 留 点 １５０℃ 

   〃    乾 点 ２００℃ 

 

〔使用法〕 セメントモルタルの表面をよく清掃し、下地が乾燥している事を確かめてから、アスファ

     ルトプライマーを一面に平均して刷毛塗り又は吹付塗りして下さい。標準使用量は下表の

   通りですが、平方メートル当たり０.３ℓ使用した場合、１缶（１８ℓ）で約６０㎡ 

   （１８坪）塗付出来ることになります。 

 

             標準使用量（平方メートル当たりに使用する量） 

モルタル平滑面 ０.２～０.３ℓ 

モルタル粗 面 ０.３～０.４ℓ 

 

〔乾燥性〕乾燥時間は３～４時間ですが、通風・温度に影響されますので、原則として２４時間以上の

   乾燥時間をおいてください。 

 

〔注意〕引火性溶剤が含まれていますので、塗装及び乾燥中は通風を良くし、火気厳禁のこと。 

 

〔法的規制〕   消 防 法  ：  第４類第２石油類、危険等級Ⅲ 

         労働安全衛生法 ：  第３種有機溶剤含有物 

         


